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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに        

プレストレスしない連続合成桁の設計では，中間

支点上に発生する床版コンクリートのひび割れ形成

の影響を設計に導入するのが合理的である．欧州で

は，Roik，Hanswille らにより，合成桁のひび割れ

制御設計の研究が盛んに行われ，現行の設計に導入

されている．一方，国内においては，NEXCO によ

り欧州の動向を積極的に取り入れ，さらにひび割れ

幅算定式はコンクリート標準示方書の式を適用する

など，独自のひび割れ制御設計の導入により設計の

合理化を図っている
1)
．これに対し，現行道示Ⅱを

適用した設計では，ひび割れ形成の影響を考慮して

いないため，ひび割れ制御設計を導入した設計と比

べて不合理な状態が生じている可能性が否定できな

い．本報告では，中間支点上のひび割れ形成の影響

に着目し，構造解析において床版コンクリートの剛

性評価を変えた場合に，断面力および断面設計に及

ぼす影響の検討結果を報告する． 

２．２．２．２．解析解析解析解析モデルおよび解析モデルおよび解析モデルおよび解析モデルおよび解析ケースケースケースケース        

対象とする橋梁モデルは，文献 2)と同様の鋼 3 径

間連続合成 2 主鈑桁橋とした． 

解析ケースを表-1 に示す．テンションスティフニ

ング効果（以下，TS 効果）の影響および床版有効幅

の影響を確認するため，中間支点部 0.15L 区間の剛

性と有効幅を変えた 5 ケースとした．  

表-1 解析ケース 

 

 

 

 

 

３．３．３．３．TSTSTSTS 効果の適用方法効果の適用方法効果の適用方法効果の適用方法 

TS 効果を考慮する実用的な方法として Bode は次

式を提案している

3)4)
．本検討では，この Bode 式を

適用して TS 効果を考慮し断面力を求めた． 

As,id = As /(1-0.5 fct,m /ρfsk) 

ここで，As,id はコンクリートの TS 効果を考慮した有

効幅内の橋軸方向鉄筋の断面積，As は有効幅内の橋

軸方向鉄筋の断面積，fct,mはコンクリートの引張強度

の平均値，ρは鉄筋比（As/Ac），fskは完全ひび割れ状

態で算定される鉄筋の応力を示す． 

４．解析結果４．解析結果４．解析結果４．解析結果 

(1)剛度比較：中間支点上断面の剛度について，比較

した結果を図-1 に示す．CASE2 の剛度は CASE1 

に対して 60%に低減される．CASE3 の剛度は

CASE1 に対して 87%に低減される．TS 効果により，

CASE1 と CASE2 の中間に位置する．床版を全幅有

効とした CASE4，CASE5 の剛度は，それぞれ

CASE1，CASE2 と比較するとその違いは 5%程度で

あり，有効幅の影響は小さいといえる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 剛度比較 

(2)断面力比較：解析による各ケースの S1～P2 間の

曲げモーメント図を図-2，図-3 に示す．中間支点上

の曲げモーメントは，現行設計の CASE1 に対して

CASE2 は 10～13%程度，CASE3 は 2～3%程度の低

減であった．中間支間部の曲げモーメントは，

CASE1 に対して CASE2 の後死荷重で約 45%，活荷

重で約 6%，CASE3 の後死荷重で約 10%，活荷重で
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約 1%の増加であった．CASE4 および CASE5 は，

CASE1，CASE2 と比較するとその違いは 1%程度で

あり，床版有効幅の影響は小さいといえる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 後死荷重時曲げモーメント図 

 

図-3 活荷重時曲げモーメント図 

 

図-4 中間支点上応力図 

(3)断面計算結果の比較：CASE1～CASE3 の断面計

算結果を図-4 に示す．ここでは，中間支点上断面の

みを比較対象とする．CASE1 に対して，CASE2 は

床版鉄筋の応力で 10%，鋼桁フランジの応力で 5%

の低減が見られた．この結果は，中間支点上断面の

曲げモーメントが低減された結果によるものである．

実挙動に近いと想定する CASE3 の断面応力は，

CASE1 に比べて床版鉄筋で 38%，主桁上フランジ

で 17%，主桁下フランジで 7%の低減が見られた．

床版鉄筋および上フランジの応力低減率が大きい要

因は，TS 効果により見かけの鉄筋断面積が増加した

ことにより中立軸が上昇し，断面係数が大きくなっ

たためである．なお，図-4 の合計値は，クリープ，

乾燥収縮，温度差を考慮している． 

５５５５．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

連続合成桁の設計において，構造解析および断面

設計に TS 効果を考慮した CASE3 の場合，中間支点 

上の曲げモーメントは CASE1 とほぼ同等の値とな

るが，断面応力は減少する．また，CASE2 と比較し

た場合，中間支点上の曲げモーメントは増加するが，

断面応力は減少する結果となった． 

TS 効果は，荷重レベルによる影響が大きい．完全

ひび割れ状態で床版鉄筋応力度が増加すると，TS 効

果は低減し，徐々に完全ひび割れ（CASE2）の応力

状態に近づくと考えられる． 

CASE1 は，中間支点上の断面応力に対して過大な

結果を与えている可能性がある． 

断面力解析において，中間支点上の剛性低下を考

慮した場合，曲げモーメントの再配分により支間部

の正の曲げモーメントが増加する事に留意する必要

がある．本検討では，後死荷重に大きな増加率が見

られた． 

本報告は，鋼構造委員会「鋼橋の合理的な構造設

計法に関する調査研究小委員会」（委員長：野上邦栄）

成果の一部である． 
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